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●地域に密着した心あたたかな医療を実践します
●地域における基幹病院として高度医療を提供します国保依田窪病院の理念

平成24年5月　依田窪病院だより

４月から３名の医師が着任
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◆内科に小林先生着任

小林 美貴子　先生
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◆麻酔科に西村先生着任

西村 チエ子　先生
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◇退職医師の紹介

　長年勤務いたしました依田窪病院を３月で退職
し、三澤先生始め病院関係者のご理解のもと、４月
から近くに診療所を開設しました。
　引き続き依田窪病院と連携を取りながら診療をし
ていきたいと考えています。また、循環器だけでなく
今後は石橋先生のように、地域の医療にもお役に
立てるようにしたいと思います。

○内科　竹中 寛彰　先生

　丸３年間お世話になりましたが、今回転勤すること
になりました。在職中は住民の皆さんの素朴な人柄
に癒されながら、沢山勉強させていただきました。
　このくらいの人口の地域に、こんな規模の病院が
あり、こんなに多くの患者さんを診ているのは驚きで
した。特に脊椎の症例数が多く、脊椎患者の治療を
学ぶという、ここ依田窪病院で研修する目的が果た
せました。今後は、長野市権堂にある病院に移ります
が、長野市も脊椎疾患患者さんがやはり大変多いの
で、学んだことを生かしながら、できる範囲で頑張る
つもりです。皆様、本当にありがとうございました。

○整形外科　水谷 順一　先生

　自治医科大学外科医局から、平成２３年に当院
へ赴任し、約１年間お世話になりました。
　長野県での診療は初めてで、戸惑うこともありま
したが、沢山の貴重な経験をさせていただきました。
　今回、医局の人事異動により、４月から自治医科
大学附属病院へ異動となりました。また大きく環境
が変わりますが、精一杯頑張りたいと思います。依
田窪病院の更なる発展と病院の皆様のご健勝をお
祈りいたします。

○外科　小松原 利英　先生

　平成２３年４月に依田窪病院に赴任以来１年が経
ちました。
　短い期間でしたが、出身地であります上小地域の
医療に携われ、とても充実した１年でした。これも地
域住民の皆様及び病院職員の皆様のおかげと感
謝しております。ありがとうございました。今回、信大
循環器内科医局の人事により４月から佐久総合病
院循環器内科へ異動となりました。
　依田窪病院を離れるのは寂しい気持ちでいっぱ
いですが、また、今までとは違った環境で、精一杯頑
張りたいと思います。皆様もお体に気をつけてお過
ごしください。

○内科　堀込 実岐　先生
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◇脊椎手術5,000件達成

平成24年5月　依田窪病院だより

　1986年4月に常勤体制となった当院整形外科
では、脊椎（背骨）の手術を積極的に行ってきま
した。当時は背骨の手術を受けると車いすにな
るということで、危険な手術として地域住民の皆
様からも信用されていませんでした。信州大学
整形外科からの応援と当院スタッフの協力で何
とか第1例目の背骨の手術を行いました。初期に
手術を受けた方々の症状が軽減して、日常生活
に復帰したことや、術後の経過観察を10年間に
わたって慎重にしてきたことで、一般の方からも
受け入れられるようになりました。
　以後徐々に手術件数が増加して、1999年8月

に脊椎外科手術が13年かかって1,000件に到達し、記念式典を行いました。当時整形外科は4人体制
で脊椎手術は年間に188件で、脊椎手術の内訳は、腰椎手術が78.3％、頸椎手術が18.5％、胸椎手術
が3％となっていました。
　2004年4月に脊椎センターが設立され、年間300件の脊椎手術が行われるようになりました。東信地
域だけではなく、県内全域や県外からも手術希望で来院される患者さんが増加してきました。手術の
内容に関しては、外国にも研修に行き、安定した術後成績が得られる安全な新しい術式を研修し導入
してきました。具体的には、内視鏡下手術をはじめとする低侵襲手術やインスツルメント（スクリューやフ
ック）を使用した高侵襲の手術があげられると思います。
　2010年からは手術件数が400件を超えるようになり、2012年2月14日に5,000件に到達しました。手術
をするには術前診断が重要です。2011年に64列128スライスのCTを導入し、今年2012年には1.5テス
ラのMRIを導入しました。
　最後に、脊椎外科手術の術後は全てが良好というわけではありません。ヘルニアの再発や固定した
部位の隣が障害されるようなこともあります。今後も丁寧で長期的な経過観察をしていく予定です。手
術を施行した患者さんの術後成績をまとめて、国内および国際学会で発表したり、医学論文を作成し
てきました。当院から日本脊椎脊髄病学会の脊椎外科指導医が10名誕生しています。今後も整形外
科医師を含めて関係する職員一同更なる自己研鑽し、より高度で、心温かな医療を提供していきたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

院長　三　澤　弘　道

◇病院発足３０周年記念式典
　昨年度開催を見送っておりました、依田窪病院
開院３０周年記念式典を３月２１日、理事者、議会
議員の皆様と開催いたしました。
　地域の皆様に支えられ、共に歩いてきた３０年、
この歴史を粛 と々受けとめ、これからも地域の中
核を担う病院として、鋭意努力を重ねて参りたい
と思っています。
　今年度は記念事業として、記念冊子の作成
他、６月に３０周年記念病院祭の開催を予定して
います。
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